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新技術の概要
空気圧縮機（エアーコンプレッサ）を用いない、全く新しい方式のアクチュ
エータである。水の電気分解を用いた流体圧アクチュエータ。

本発明では，マッキベン人工筋のゴムチューブの内部に，内外周面に多孔質の白金をメッキ
したプロトン交換膜チューブを配置する．プロトン交換膜チューブ内外に純水を封入し，電
流調整によりガス発生/吸収を行う．

• エアーコンプレッサからの自立化
• 筋弛緩動作時におけるエネルギー回生による
エネルギー高効率化

• 配管・バルブが不要により高度な集積化

水の電気分解を利用したロボット用アクチュエータ
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マッキベン人工筋の内部にプロトン交換膜製の
チューブを挿入し、水を注入することより水が電
気分解して「圧力動作→人工筋動作」する。逆に、
減圧時には電流が発生するのでこれを回収するこ
とで高効率化できる。これにより、コンプレッサ
やバルブ不要のマッキベン人工筋が実現できる
（図３参照）。

図1 気液可逆反応による圧力制御の原理
(水の電気分解とエネルギ－回生）

図２ 空圧アクチュエータの電気駆動時の
内部圧力(約0.3atg)と電流データ

図３ 次世代マッキベン人工筋の構成
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